
 

学習の記録のこと 

先日の２年生の学年朝礼で，学年主任から，自分の希望する大学に行くためには，その大

学に行くにふさわしい学力を身につけなければならないという話があった。なるほど，自明

のことである。生徒諸君も肯いている。そこで，講話の直後，その前週に何時間自分が学習

したか分かっている者に挙手をしてもらった。  

結果。ほとんど誰も手を挙げなかった。  

これを「甲南生たる者…」と嘆いてもいいのだが，それでは何も始まらないので，なぜそ

うなるのか考えてみる。結論としては，進路部が配布している「学習の記録」をあまりうま

く生徒諸君が活用していないということに落ち着く。なぜなら，「学習の記録」は名前どお

り「記録」であるので，きちんと書いていれば，自分がどの教科を何時間したのか（そして

このままでいいのか，まずいのか）などが，はっきりするツールだからである。  

 過去の進路指導室だよりを紐解いてみると，３年前にも同じように「学習の記録」活用法

が示されていた。大変参考になるので，再掲する。  

□To-Do（すべきこと）を書く。 

やるべきことを毎日三つ書けば，自分でも目標がはっきりする。言語化することにより，

自分がすべきことが明確化する。月曜日には，その週にやるべき３つのことを書くのも良い。 

□付箋を利用する。 

  付箋を使うのも良い。今日やるべきことを付箋に書き，終わったら次の日に外す。付箋

が外れるたびに自分がすごく「できる」感じがして，やる気がでる。色を工夫すると良い。 

□時間の欄を上下に区切る。 

時間を書く欄を上下に分けて，上に予定を，下に実際の時間を書く。こうすると，時間が

毎日上手に使えているかどうか把握しやすい。  

□１週間の生活を追ってみる。 

忙しい人は，時間の使い方を見直すために１週間，３０分刻みで行動を記録するという。

そうすると改善すべきポイントが見えてくる。「部活と勉強が両立できない」「宿題の時間

が取れない」という悩みを持っている人は，一度一週間の自分の行動を記録してみよう。風

呂の時間や早朝など，まだ使える時間が把握しやすい。  

□テストの日程や締切りを書き込む。 

意外と使われていないのが，このカウントダウン方式。１週間や１か月先までの宿題の提

出日や部活の試合日等も赤で書きこむ。こうするとうまく計画が立てられる。課題等の締切

りは２回設定すべき。自分で早めの締切り日を設定すると，その後が有効活用できる。実は，

テストも時間を二つに区切ると出来がよいというデータがある。６０分のテストを３０分二

つに分けて，前半でここまで終わらせる！と決めると「最後のひとふんばり」を２回するこ

とになり，良い結果が得られるとのこと。３年生も一度やってみてはどうだろうか。  

 

以上，学習の記録について示したが，ぜひ自分のためにしっかりと活用して欲しい。  
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センター試験会場決定！ 
大学入試センター試験までもう３０日を切っています。３年生

は，体調管理に気をつけて万全の体調で試験に臨みましょう。今年

のセンター試験は，農学部で実施です。近い会場で良かったです。

緊張しますが，普段の力を出せるようがんばってください。１，２

年生は，一度，３年生の教室の廊下を静かに歩いてみましょう。教

室の雰囲気から，来年度，もしくは２年後の自分の様子が分かりま

す。  

 

（旺文社「パスナビ」Web サイトより抜粋） 

 

【基礎・基本を固めよう！】 

 「圧倒的な基礎力」という言葉があるが，基礎 /基本

をやることが本当に大事です。なぜなら・・・  

（１）頻出であること。  

基礎・基本は頻出であるため，効率的です。つまり，

時間をかければかけるほど，できるようになります。  

特に苦手な科目ほどすぐに結果が出やすいので，着実に

取り組むべきです。 

（２）出来・不出来の波がなくなる。  

 基礎・基本ができていなければいないほど，点数がば

らつきやすくなります。逆に考えれば，基礎・基本がで

きれば，その教科・科目は，安定して得点を取ることができます。  

この冬はぜひ，基礎・基本を意識した勉強をやってみましょう！！  


